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編
集
後
記

む
べ
も
年
と
は
言
は
れ
け
り
の
如
く
、
は
や
創
刊
号
か
ら
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
当
初
の
予
定
通
り
年
に
二
冊
刊
行
で
き
ま
し
た
の
は
、
ひ
と
え

に
伊
井
先
生
の
御
指
導
に
加
え
、
玉
稿
を
お
寄
せ
い
た
ゞ
い
た
岩
崎
佳
枝

女
史

・
藤
田
保
幸
先
輩
の
御
陰
で
す
。
ま
た
待
兼
山
の
萩
も
例
年
よ
り
早

く
七
夕
の
朝
に
咲
き
初
め
、
名
ば
か
り
の
編
集
委
員
を
急
き
立
て
ゝ
く
れ

ま
し
た
。

印
刷
は
引
続
き
フ
ロ
ッ
ピ
ィ
に
よ
り
ま
す
が
、
縮
小
率
を
変
え
ま
し
た

の
で
、
ル
ー
ベ
が
必
要
で
し
た
前
号
よ
り
は
見
や
す
く
な
り
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
。
私
の
ワ
ー
プ
ロ
も
漢
数
字
を
打
つ
際
、
訓
読
み
か
ら
漢
字
に
直

し
ま
し
た
前
回
に
比
べ
、
更
に
簡
単
な
方
法
を
後
輩
か
ら
口
授
さ
れ
、
大

幅
に
時
間
が
短
縮
で
き
ま
し
た
。
他
に
も
秘
伝
が
数
多
あ
る
そ
う
で
す
が
、

古
今
伝
授
と
同
じ
く
段
階
を
踏
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
か
で
、
奥
義
に
至
る
長

い
道
程
に
劣
ら
ず
、
こ
の
詞
の
林
が
末
長
く
、
か
っ
実
り
あ
る
こ
と
を
祈

り
つ
ゝ
、
筆
を
置
か
せ
て
い
た
ゞ
き
ま
す
。
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十
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発
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者
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学
古
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一
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振
替
　
大
阪
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―
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一
〇
三
六
五

印
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阪
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丁
目

七
―
一
三

電
話

（
〇
六
）
二
九
六
１
六

一
三
〇


